
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2024年4月30日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

明治安田アセットマネジメント株式会社　金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

NOMURA-BPI総合指数の推移
（期間：2024年4月30日～2025年5月30日）

0.43

▲3.16% ▲2.88%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202505_outlook.pdf
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NOMURA-BPI総合
（騰落率） 346.68 0.58% ▲1.29%

10年国債利回り（日本、％）
（変動幅） 1.50 ▲0.05 0.19 0.44

国内債券見通し

マーケットの動き（2025年5月26日～5月30日） 日本国債利回りの推移
（期間：2024年4月30日～2025年5月30日）

先週の国内債券市場は、前週末比で金利は低下しました（債券価格は上昇）。
週初は、米欧の関税問題の懸念が後退したことや、27日に財務省が国債発行額に関す
るアンケートを市場参加者に行っていたことなどが好感され、国内長期金利は低下し
ました。その後は、40年債入札が市場予想に対して不調に終わったことや、米国長期
金利の上昇などを受けて、金利の低下幅を縮めて週を終えました。
クレジット市場は、旺盛な投資家需要を背景に、需給環境は改善しました。

情報提供資料
2025年6月2日

投資環境見通し（2025年5月）

変動幅（騰落率）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
5月30日

国内長期金利はレンジ内で推移
世界景気の先行き不透明感が広がる中、日銀はインフレや為替相場の動向を注視しつ
つ、今後の利上げに対して慎重な姿勢を維持し、「利下げ」といった根本的な政策転
換には程遠いとみられます。国内長期金利は、景気の先行き不透明感が低下要因とみ
られますが、景気動向次第では政府による補正予算を巡る議論が再燃する可能性もあ
り、レンジ内で推移するとみています。

94

96

98

100

102

24/4 24/6 24/8 24/10 24/12 25/2 25/4

NOMURA-BPI総合指数

0.0

0.3

0.6

0.9

1.2

1.5

1.8

24/4 24/6 24/8 24/10 24/12 25/2 25/4

10年国債利回り（日本）

5年国債利回り（日本）

MYAM Market Information

（年/月）

（年/月）

（指数値）

（％）


	国内債券見通し

